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主要幹線道路の整備について(３) 

 

東部地区自治連合協議会から要望を受けた幹線道路の 4車線化による拡幅整備の可能性に

ついて協議・検討を行った。                         （図－１） 

 

[Ⅰ] 道路拡幅整備の可能性について検討             

１ クリーンセンター建設に伴う交通量の増加          （図－２ 表－１,２） 

現環境清美センターへの進入車両台数の調査結果より、東部地区にクリーンセンター

を建設した場合、隣接する幹線道路の通過交通量としては、ごみの搬入や通勤車両等を

合せて、１日当たり約１，３５０台が増加する結果となった。 

 

２ 拡幅整備に向けての検討                       

クリーンセンターの建設により増加する交通量を加えた将来の通過交通量をもとに、

拡幅整備に向けて検討する。 

① 第１のハードル（１日当たりの交通容量より）           （資料６７） 

現況の 2 車線道路では調査した３カ所すべての幹線道路で、混雑度が１．０以上と

なり拡幅整備の可能性はあるが、4車線化での整備においては、１箇所で混雑度が１．

０を超えるのみとなった。 

② 第２のハードル（１時間当たりの交通容量より）          （資料６７） 

調査した３カ所すべての幹線道路で、将来の通過交通量が、時間当たり交通容量を

下回る結果となった。 

③ 第３のハードル（費用対効果より）              （図－３ 表－３） 

・都市計画道路奈良天理桜井線の県庁東交差点から梅谷口交差点までを 4 車線で道路

整備を行うとすれば、新たに幅員Ｗ＝１８m（２車線）の区間を２４m に拡幅する

ための都市計画変更が必要となる。 

また、４車線化による概算事業費としては約１２０億円（延長 約３．２ｋｍ）が

必要であり、費用対効果からの検証では、（Ｂ／Ｃ）が、０．９となり事業実施の条

件に必要な１．０以上の高い数値が出なかった。 

・国道３６９号の般若寺交差点からクリーンセンター建設候補地までの区間について

は、将来の通過交通量が少ないため、４車線化したとしても事業効果が余り望めな

い。 

また、急峻な地形の箇所も多く、整備費用が増大することが予想され、（Ｂ／Ｃ）の

値が、奈良天理桜井線より更に小さくなると推測される。 

 

 

＊以上のことから、４車線化による道路拡幅整備が、是非とも必要である結果を得るこ

とは出来なかった。 
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３ 都市計画道路網の見直し                     （表－４,５） 

現在、奈良県及び奈良市では、平成２４年度を目標に都市計画道路網の見直しを予定

していることから、この結果を考慮しないで、現時点での新たな道路拡幅整備による都

市計画道路の事業化は出来ないと考えられる。 

［理由の一つとして、奈良県の将来人口は急激な減少傾向にあり、将来交通量(平成４２

年度)についても約１５％減少するのではと想定される。 

また、奈良市の将来人口については、平成４２年には、３０．２万人まで減少（平成１

２年度に対して約２０％減少）することが見込まれる。］ 

 

４ 奈良阪川上線の整備                         （図－１） 

平成２４年度を目途に整備を進めており、完成すると東部地区から京都方面や、なら

やま大通りに行く車は、ほとんどがこのルートを利用すると想定され、般若寺交差点で

の交通量は減少すると考えられる。 

 

５ その他の意見                            （図－３） 

・現在の道路混雑の原因としては、交差点が多く信号の間隔が狭い、バス停留所の切り

込みや右折・左折レーンが無い、先の交差点における渋滞の影響等が考えられる。 

・改善策としては、バス停留所の切り込みの設置、交差点の改良整備等については検討

できるのでは。 

 

 

[Ⅱ] 奈良県の考え方 

・「奈良県みんなでつくる渋滞解消プラン」における渋滞が著しい箇所（57 か所）に含ま

れており、県としても課題があることは認識している。 

・渋滞を減らす対策としては、早期に効果の発揮出来るハードとソフト対策を併せた効

率的・効果的な検討を進めていくこととし、たとえば、般若寺交差点の部分改良につ

いては検討の余地がある。 

 

 

[Ⅲ] 検討結果のまとめ 

以上の結果から、東部地区自治連合協議会から要望を受けた幹線道路（都市計画道路奈

良天理桜井線及び般若寺交差点からクリーンセンター建設候補地間）の 4 車線道路での拡

幅整備が必要という結果は得られなかった。 

しかし、現在でも般若寺交差点から県庁東交差点までの間(延長約１．５ｋｍ)において

は、特に朝の通勤時間帯(７～９時)などに渋滞が発生しており、クリーンセンターを建設

するとさらに交通量が増加することから、何らかの渋滞緩和対策が必要と考える。 
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[Ⅳ] 渋滞緩和対策の検討 

 

【ハード面からの対策】 

１ 般若寺交差点における改良整備 

右折レーンの延長、及び交通安全対策のため、交差点東側の車道幅員の拡幅や歩道の

整備等。 

２ バス停留所の改良整備 

 

 

【ソフト面からの対策】 

１ クリーンセンターへの進入車両の軽減策 

 

 

 

 

 

２ 周辺道路で特に渋滞が発生している時間帯（７～９時頃）における、ごみ搬入車両の

軽減策 

 

 

 

 

 

３ 信号機の制御方法の改善による対策 

・現在、この道路の信号処理については、奈良県警の交通管制センターにおいて適正

に制御されているが、少しでも本線での渋滞が解消出来るよう、信号処理（信号の

サイクルタイム）の改善策について検討いただく。 

 

 

これらの渋滞緩和対策については、今後、庁内の道路専門部会、並びにクリーンセンター

建設計画策定委員会において引き続き検討を進めるとともに、必要なら奈良県への要望等も

行い、東部地区自治連合協議会からご要望に出来る限り対応して行くこととしたい。 
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渋滞対策の検討カ所図 

Ａ区間 

Ｂ区間 

Ｃ区間 

L＝2,405ｍ 

L＝530ｍ 

L＝245ｍ 

ﾘｻｲｸﾙ推進課分室 

 

環境清美センター 

県庁東交差点 

般若寺交差点 

梅谷口交差点 奈良阪川上線 

（図－１） 
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東部地域のアクセスは 

６０台／日と仮定して 

差し引く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリーンセンターのアクセス交通の移行条件 
（図－２） 

リサクルセンター 

 

環境清美センター 

曜日別ばらつきがあるが 
清美Ｃ    １,２９０台/日 
リサイクルＣ １２０台/日 
の現在アクセス交通量 
を検討基準に考慮 
計１４１０台／日のアクセスが移動 

 

東部地域のアクセスは 
６０台／日と仮定して 
差し引く 

 

１,４１０－６０＝ 
１,３５０台/日 
移転後アクセス増加 
 
うち朝ピーク時間８％ 
うち夕ピーク時間４％
時系列の変動実績から 

梅谷口 

般若寺 

県庁東 

 

 

移転後 
アクセスの 
８０％ 

移転後 
アクセスの 
２０％ 

紀寺 

現在アクセス 
推定 １２０台／日 

現在アクセス 
平日平均 
１２８６台／日 
≒１２９０台／日 
Ｈ２１調査より 



- 1 - 

 

 

環境清美センターへの進入車両の目的別台数の調査 

１日当たりの進入車両台数としては、交通量調査における５日間の平日進入車両台数の 

１，２８６台／日として計算した。 

  

進 入 目 的 

 

進 入 台 数 進入車両の

目的別割合

（％） 

目的別進入

台数（台） 

割合 

（％） 

小計 

（台） 

ご

み

搬

入

関

係

の

車

両 

１ ・市直営の収集車 

・清美公社の収集車 

・再生資源（親の会） 

・清掃工場の焼却灰搬出車両 

１７１ 

１９ 

８ 

８ 

１３ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

２０６ 

 

 

 

１６ 

２ ・一般家庭からのごみの持ち

込み 

 

５１７ 

 

４０ 

 

５１７ 

 

４０ 

３ ・官公庁 

・事業所 

２７ 

４６ 

２ 

４ 

 

７３ 

 

６  

４ ・許可業者 ９９ ８ ９９ ８ 

計 ８９５ ７０ 

 

ごみ搬入関係以外の車両 

 

３９１ 

 

３０ 

 

３９１ 

 

３０ 

 

合   計 

 

１,２８６ 

   （台） 

 

１００％ 

 

１,２８６

（台） 

 

１００％ 

 

クリーンセンター建設に伴う交通量の増加台数 

 

 現在の環境清美センター及びリサイクルセンターへの進入車両の調査結果により、新たに建設

するクリーンセンターに伴う交通量の増加台数を１，３５０台／日とする。 

 (内訳) 

１、環境清美センター            １，２９０台／日 (１，２８６台) 

２、リサイクルセンター（リサイクル推進課分室） １２０台／日 

３、東部地区からのアクセス           －６０台／日 

計 １，３５０台／日 

 

 

（表－１） 
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クリーンセンター建設後の進入車両等の時間帯別割合表 

（国道３６９号線の西側より進入する台数） 

（クリーンセンターには環境清美センター及びリサイクルセンターの機能を併設する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表－２） 

（単位：台）

環境清美ｾﾝﾀｰ ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 計 時間帯の割合 環境清美ｾﾝﾀｰ ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 計 時間帯の割合

5:00～5:59 6 0 6 0% 2 0 2 0%

6:00～6:59 69 0 69 5% 3 0 3 0%

7:00～7:59 122 24 146 11% 62 1 63 5%

8:00～8:59 85 15 100 7% 56 28 84 6%

9:00～9:59 130 31 161 12% 123 31 154 11%

10:00～10:59 149 37 186 14% 138 20 158 12%

11:00～11:59 141 10 151 11% 144 3 147 11%

12:00～12:59 108 2 110 8% 92 2 94 7%

13:00～13:59 138 1 139 10% 126 1 127 9%

１4:00～14:59 119 0 119 9% 116 0 116 9%

１5:00～15:59 99 0 99 7% 97 0 97 7%

16:00～16:59 40 0 40 3% 138 0 138 10%

17:00～17:59 22 0 22 2% 58 34 93 7%

18:00～18:59 1 0 1 0% 63 0 63 5%

19:00～19:59 1 0 1 0% 8 0 8 1%

20:00～20:59 1 0 1 0% 4 0 4 0%

小計 1,230 120 1,350 100% 1,230 120 1,350 100%

　

時間帯

進入車両 出口通過車両

（表－２） 
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１．奈良県の将来交通量推計の結果資料１ 

１）将来発生集中交通量の推計結果 
高齢化率が高く、さらに出生率が低いことなどから大幅に本県の将来人口

が減少すると推計されているため、本県の発生集中交通量は全国に比べて大

きく減少すると推計されている。 
 

 

 

 

 

 

 

出典：国立社会保障・人口問題研究所「将来人口推計データベース」 

新たな将来ＯＤ表（国土交通省提供資料）より作成 

 

２）将来交通量の推計結果 
奈良県における将来交通量推計については、学識経験者等からなる「奈良

県将来道路ネットワーク検討委員会」を設け、専門的見地からご審議いただ

いた。その結果、本県の将来交通量は１日あたり約１５００万台キロになる

と推計され、現況の約１８００万台キロに比べて約２割弱減少すると推計さ

れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※  奈良県土木部道路建設課ホームページより抜粋 

（表－４） 
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奈良市の将来人口 

 

市の人口は、1950 年代からの高度経済成長期にあわせて、大阪・京都などの大都市 

への近接性を活かした住宅地が形成されてきたことなどにより、2000 年（平成12 年） 

頃までは着実な人口増加を遂げてきました。しかし、近年は全国的な傾向と同様に、本 

市においても、人口減少と少子高齢化は確実に進行しています。 

これまでの推移から将来人口の見通しを予測すると、本市の人口は2000 年（平成12

年）の37.5 万人（※旧月ヶ瀬村、旧都祁村を含む）をピークに一貫して減少傾向が続き、

2020 年（平成32 年）には34.1 万人、2030 年（平成42 年）には30.2 万人まで減少す

ることが見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※  奈良市第４次総合計画・基本計画（案）より抜粋 

 

 

（表－5） 




